
 

 

山梨県の有期契約労働者の労働条件の改善に向けた全体計画 

 

 

１ 趣旨・目的 

  多様な働き方を求める労働者個人の就業意識の変化に伴い、有期労働契約により

就労する労働者は増加傾向にあるが、有期契約労働者の労働契約の更新・雇止めや

労働条件が低いこと等をめぐるトラブルが少なからず認められるなど、必ずしもこ

れが労使双方から良好な雇用形態の一つとして活用されていない状況にある。 

 このため、「有期契約労働者労働条件改善推進事業」では、各事業場における有

期労働契約に係る制度について具体的な改善を促すことにより、有期契約労働者の

就業環境の改善を図ることを目的としている。 

そこで、当該事業の効率的かつ効果的な実施のために、山梨県労働条件確保改善

推進員会は、ここに全体計画を策定する。 

 

２ 選定対象 

・ 食品製造業 

  ・ 旅館・ホテル業 

   

３ 選定理由 

    両業種とも、有期契約労働者の構成比率が高く、有期契約労働者の労働条件

に係る労働基準法等関係法令の知識が不十分であること等によりトラブルが少

なからず認められること、及び、安全衛生水準の向上を図る必要が認められる

ため。 

 

４ 改善目標 

   ・ 「有期労働契約の締結、更新及び雇止めに関する基準」（以下「基準」という。）

に基づく措置の実施 

・ 有期労働契約に係る労働基準法等関係法令の遵守 

・ 正社員との均等待遇（健康診断を含む）の確保 

・ 有期契約労働者を活用するための教育訓練制度等（安全衛生教育を含む）の

導入 

 

２年目においては、対象事業場における実態調査の結果に基づき、具体的な目標

を別途設定するものとする。 

   

 



                

５ 委託先団体での事業の進め方 

  １年目で取り組む内容 

  １ 事業の準備 

（１）有期労働契約改善コーディネーターの選任 

  （２）改善指導員の委嘱 

  （３）傘下企業に対する事業概要及び全体計画の周知 

  （４）対象事業場の選定 

２ 有期労働契約改善推進会議の開催 

  （１）事業期間（２年間）における取組スケジュールの策定 

    （２）傘下企業に対する実態調査の実施 

 （３）改善計画の策定    

３ 学習会及び研究会の開催 

４ 事業実施結果取りまとめのための有期労働契約改善推進会議の開催 

 

２年目で取り組む内容 

１ 対象事業場に対する改善指導員による指導の実施 

  ２ 有期労働契約改善推進会議の開催 

（１）中間取りまとめ 

   （２）２年間の実施結果の取りまとめ 


